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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年5月28日(2009.5.28)

【公表番号】特表2008-520186(P2008-520186A)
【公表日】平成20年6月19日(2008.6.19)
【年通号数】公開・登録公報2008-024
【出願番号】特願2007-533961(P2007-533961)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  16/28    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/46    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｂ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｙ
   Ｇ０１Ｎ  33/48    　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月10日(2009.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＶＨおよび／またはＶＬ領域の少なくとも１つの相補性決定領域（ＣＤＲ）を含む、抗
体、抗体断片またはその誘導体であって、前記ＣＤＲを決定するアミノ酸配列が、（ＶＬ

）配列番号１６０～１６２、１６６～１６８、１７２～１７４、および１７８～１８０か
らなる群から選択され、かつ（ＶＨ）配列番号１６３～１６５、１６９～１７１、１７５
～１７７、および１８１～１８３からなる群から選択される、抗体、抗体断片またはその
誘導体。
【請求項２】
　前記抗体、抗体断片またはその誘導体が、哺乳類ＥＡＧ１イオンチャネルの細胞外また
は細胞内ドメインの少なくとも１つのエピトープと特異的に結合／相互作用し、かつ哺乳
類ＥＡＧ２イオンチャネルと結合／相互作用しない、請求項１に記載の抗体、抗体断片ま
たはその誘導体。
【請求項３】
　前記抗体がモノクローナル抗体である請求項１または２に記載の抗体。
【請求項４】
　前記抗体断片またはその誘導体が、Ｆａｂ－断片、Ｆ（ａｂ２）’－断片、一本鎖抗体
、キメラ抗体、ＣＤＲ移植抗体、二価抗体－コンストラクト、ヒト化抗体、ヒト抗体、合
成抗体、その化学的に修飾された誘導体、多特異的抗体、二重特異性抗体（ｄｉａｂｏｄ
ｙ）、またはＦｖ－断片あるいは別タイプの組換え抗体である請求項１～３のいずれか一
項に記載の抗体断片またはその誘導体。
【請求項５】
　前記ＶＨ鎖および前記ＶＬ鎖の各々のうちの少なくとも１つのＣＤＲを含む請求項１～
４のいずれか一項に記載の抗体、抗体断片またはその誘導体。
【請求項６】
　前記ＣＤＲがＣＤＲ３である請求項１～５のいずれか一項に記載の抗体、抗体断片また
はその誘導体。
【請求項７】
　前記軽鎖（ＶＬ）が配列番号２、６、１０、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３
８、４３および４７からなる群から選択され、かつ前記重鎖（ＶＨ）が配列番号４、８、
１２、１６、２０、２４、２８、３２、３６、４０、４４および４８からなる群から選択
される請求項１～６のいずれか一項に記載の抗体、抗体断片またはその誘導体。
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【請求項８】
　前記抗体、断片またはその誘導体がラベル基に結合される請求項１～７のいずれか一項
に記載の抗体、抗体断片またはその誘導体。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の抗体、抗体断片またはその誘導体をコードする核
酸分子。
【請求項１０】
　請求項９の核酸分子を含有するベクター。
【請求項１１】
　前記核酸分子が、原核生物および／または真核細胞の宿主細胞における前記転写および
場合によって発現を可能にする１つまたは複数の制御配列に作動可能に連結される発現ベ
クターである請求項１０に記載のベクター。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載のベクターを含む宿主。
【請求項１３】
　細菌、真菌、植物、両生類または動物細胞である、請求項１２に記載の宿主。
【請求項１４】
　ヒト細胞またはヒト細胞系である請求項１３に記載の宿主。
【請求項１５】
　抗体、抗体断片またはその誘導体の合成を可能にする条件下で請求項１２～１４のいず
れか一項に記載の宿主を培養するステップと、前記培養物から前記抗体、抗体断片または
その誘導体を回収するステップとを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の抗体、抗
体断片またはその誘導体の調製のための方法。
【請求項１６】
　請求項１～８のいずれか一項に定義された抗体、抗体断片またはその誘導体、請求項９
に記載の核酸分子、請求項１０または１１に記載のベクター、請求項１２～１４のいずれ
か一項に記載の宿主あるいは請求項１５に定義された方法によって得られる抗体、抗体断
片またはその誘導体を含む医薬組成物。
【請求項１７】
　少なくとも１種の抗腫瘍剤をさらに含有する請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　高増殖性疾患、炎症性疾患、乾癬、または神経変性疾患の予防または治療のための医薬
組成物の調製を目的とする、請求項１～８のいずれか一項に定義された抗体、抗体断片ま
たはその誘導体、請求項９に記載の核酸分子、請求項１０または１１に記載のベクター、
請求項１２～１４のいずれか一項に記載の宿主あるいは請求項１５に定義された方法によ
って得られる抗体、抗体断片またはその誘導体の使用。
【請求項１９】
　前記神経変性疾患がアルツハイマー病、多発性硬化症、筋萎縮性側索硬化症またはパー
キンソン病である請求項１８に記載の使用。
【請求項２０】
　前記高増殖性疾患が、乳癌、肺癌、結腸癌、腎臓癌、リンパ腫、皮膚癌、卵巣癌、前立
腺癌、膵臓癌、食道癌、バレット癌、胃癌、膀胱癌、頚癌、肝臓癌、甲状腺癌、メラノー
マ、増殖性疾患または腫瘍性疾患あるいは他のＥＡＧを発現または過剰発現する高増殖性
疾患である請求項１８に記載の使用。
【請求項２１】
　前記炎症性疾患が膵炎または肝炎である請求項１８に記載の使用。
【請求項２２】
　請求項１～８のいずれか一項に定義された抗体、抗体断片またはその誘導体、請求項９
に記載の核酸分子、請求項１０または１１に記載のベクター、請求項１２～１４のいずれ
か一項に記載の宿主あるいは請求項１５で定義された方法によって得られる抗体、抗体断
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片またはその誘導体、および場合によって医薬的に許容できる担体を含む診断用組成物。
【請求項２３】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の抗体または抗体断片またはその誘導体を自身の表
面上にＥＡＧ１を担持すると見られる細胞または組織とインビトロで接触させることを含
む、ＥＡＧ１発現細胞の存在について評価する方法。
【請求項２４】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の抗体または抗体断片またはその誘導体を自身の表
面上にＥＡＧ１を担持すると見られる細胞または組織とインビトロで接触させることを含
む、ＥＡＧ１の機能を遮断する方法。
【請求項２５】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の抗体または抗体断片またはその誘導体の適切な用
量を含む、高増殖性疾患、炎症性疾患、乾癬、または神経変性疾患から選択される疾患の
治療用医薬組成物。
【請求項２６】
　前記神経変性疾患がアルツハイマー病、多発性硬化症、筋萎縮性側索硬化症またはパー
キンソン病である請求項２５に記載の医薬組成物。
【請求項２７】
　前記高増殖性疾患が、乳癌、肺癌、結腸癌、腎臓癌、リンパ腫、皮膚癌、卵巣癌、前立
腺癌、膵臓癌、食道癌、バレット癌、胃癌、膀胱癌、頚癌、肝臓癌、甲状腺癌、メラノー
マ、増殖性疾患または腫瘍性疾患あるいは他のＥＡＧを発現または過剰発現する高増殖性
疾患である請求項２５に記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　前記炎症性疾患が膵炎または肝炎である請求項２５に記載の医薬組成物。
【請求項２９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の抗体、抗体断片またはその誘導体、請求項９に記
載の核酸分子および／あるいは請求項１０または１１に記載のベクターを含むキット。
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